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討を行った後，コンビュータ・ディスプレイ上にストループ刺激を提示する条件(実験 1 a) と，カードによる刺激
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える O 上位のプロセス(モニタリング)は，出力する次元(色か単語か)を決定するために reading の処理に対して
割込み処理を行うと考えた。
続いて実験5でモデルの検証を行った。単語の処理は上位のプロセスからある程度独立して処理されるという仮定
は，実験5から反応の決定のプロセスを調べることにより証明された。本実験は反応の決定のプロセスを検討したお
そらく他に類を見ない実験である。実験では，カラーワードが提示されてから後こ，信号音を手がかりとして，被験
者はその都度単語次元を出力するか，あるいはカラ一次元を出力するかを決定しなければならなし、信号音の提示時
間を変化させることにより，刺激が提示された直後に信号音が提示された場合と，反応の直前に提示された場合とで，
反応時間がどのように変化するかを検討した。ここで新しい方法が実験に導入された。それは決定のプロセスが反応
のどの時点で行われているかを知るために，反応の段階から時間的に遡って，信号音を提示する方法であり，時間的
遡求法と命名された。このような課題は，作業負荷が増大する結果，エラー反応に関する分析を容易にする。エラー
反応の形態が種別された後，エラー反応の種別毎に，信号音からの反応時間を指標にとり，反応時間が分析された c
その結果，エラー反応が生じるときには，正反応の反応時間よりも反応時間が短いという結果が得られた。
信号音から音声反応までの時間を調べると，出力次元が単語の読字である場合，信号音が後に提示されるほど短く
なっている。したがって，出力次元の決定という上位のモニタープロセスが生じるときにはすでに読字処理がある程
度進行していることを示している。
従って，実験5の結果はモニタリングモデルを文持した。
論文審査の結果の要旨
ストループ効果とは一種の認知的葛藤効果であるが，この効果ほど心理学における多様な領域で研究が行われてき
た効果はめずらしし、
本論文はこの効果を認知心理学的観点から実験的に検討したものである。
本論文は，第 l 部においてストループ効果を認知心理学的枠組みの中にどう位置づけるかについての考察を行い，
第2部において，この考察に基づきつつ，ストループ効果の発生のメカニズムに関し現在提起されているモデルを実
験的に検討し，その不十分さを指摘すると共に，第3部において，新たに得られた自らの実験結果をふまえつつ，独自
の理論モデルの構築を企図し，その検証実験を見事に行っている O
本論文は，以下の点において，従来の研究を超えた高い学術的価値を有するものと考えるO
(1)ストループ効果を認知心理学的観点から解釈することにより，基礎心理学との接点を見出だしていること。
(2) ストループ効果を説明する従来のモデルの限界を実験的に検証していること。
(3) ストループ効果を「のぞき窓j にして，人間の認知過程に関する基本的かっ普遍的な一般原理の解明を目指して
いること。
審査委員会は，以上の点を高く評価し，本論文が博士(人間科学)の学位を授与するに十分にふさわしいものであ
ると判定した。
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